
 2023年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 ２年次 開講期 後期 区分 必修 種別 講義 時間数 30 単位 2

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回 展開図②　/　過去問題を解きながら、合格する展開図を描けるようになる

成績評価方法

2023年度　日本工学院専門学校

デザイン科／インテリアデザイン専攻

デザイン研究３

窪田　雅代 インテリアコーディネーター

授業概要

・IC試験（2次試験）対策として、論文・プレゼンテーション（製図・着彩）の能力を高め、合格を目指す。

到達目標

・IC試験に合格する。
・論文・プレゼンテーション（製図・着彩）を時間内に完成できるようになる。
・快適な住空間をプランできるようになる。

授業方法

・本試験に近い形で二次試験対策教材を用い、論文・製図・着彩において、試験対策を繰り返し演習する。

担当教員紹介

大学卒業後、ＩＣ資格を取得。その後、インテリアの専門学校へ入学し、在学中に数々の賞を受賞。卒業後はリフォーム会社で実務経験を積み、現在
はフリーランスのインテリアデザイナーとしてエンドユーザーを中心にお客さまに寄り添う提案をしている。その他、セミナー講師、テレビ東京【イ
ンテリア日和】への出演など、多岐に渡り活動中。

授業計画

ガイダンス　/　試験の概要について理解する

平面図①　/　過去問題を解きながら、合格する平面図を描けるようになる

平面図②　/　過去問題を解きながら、合格する平面図を描けるようになる

展開図①　/　過去問題を解きながら、合格する展開図を描けるようになる

課題：45％
プレゼンテーション：45％
授業態度・出席日数：10％

履修上の注意

・講義中は、2次試験対策に向けて、1課題ごとに集中して取り組む事。
・短期戦での対策となるため、講義だけでなく、各自の短所を把握し、復習に重点を置きながら取り組む事。
・授業日数3/4に満たない場合は、課題・プレゼンテーションができていても評価の対象とならない。

教科書教材

・IC試験2次対策教材



 2023年度 シラバス 日本工学院専門学校

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回 総合問題①　/　本番同様の問題を解くことで実力を確認し、苦手分野を克服する

2023年度　日本工学院専門学校

デザイン科／インテリアデザイン専攻

デザイン研究３

断面図②　/　過去問題を解きながら、合格する断面図を描けるようになる

パース①　/　過去問題を解きながら、合格するパースを描けるようになる

パース②　/　過去問題を解きながら、合格するパースを描けるようになる

論文①　/　インテリアコーディネーターとして内容を理解し、論文を書くことができるようになる

論文②　/　インテリアコーディネーターとして内容を理解し、論文を書くことができるようになる

総合問題①　/　本番同様の問題を解くことで実力を確認し、苦手分野を克服する

総合問題②　/　本番同様の問題を解くことで実力を確認し、苦手分野を克服する

総合問題③　/　本番同様の問題を解くことで実力を確認し、苦手分野を克服する

断面図①　/　過去問題を解きながら、合格する断面図を描けるようになる


